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「
姉
」
は
『
銀
河
』
第
二
巻
第
四
号
（1

94
7.4

）
に
初
め
て
、
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
前
回
の｢

城
下
町｣

に
続
い
て
戦
後
発
表
さ
れ
た
二
作
目
の
作
品
で
す
。 

『
銀
河
』
は
１
９
４
６
年
１
０
月
号
か
ら
４
９
年
８
月
号
ま
で
新
潮
社
か
ら

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
顧
問 

山
本
有
三
の
方
針
に
よ
り
、
左
横
組
み
、
人

名
や
地
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
す
。
今
回
読
ん
だ
「
姉
」
の
場
合
も
作
家
名

「
モ
リ
・
サ
ブ
ロ
ウ
」
画
家
名
「
タ
カ
ハ
シ
・
ク
ニ
ト
シ
」
は
カ
タ
カ
ナ
表
記

で
、
本
文
中
の
登
場
人
物
の
名
前
も
「
サ
ン
ヤ
・
ゴ
ロ
ウ
君
・
ア
ラ
カ
ワ
先

生
・
オ
オ
タ
君
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
文
中
に
ふ
り
仮
名
は
一
切
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
赤
い
鳥
』
の
時
代
の
作
品
に
総
ル
ビ
が
振
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
期
的
な
編
集
方
針
で
す
。
「
耳
で
聞
い
て
分
る

日
本
語
で
話
す
。
耳
で
聞
い
て
分
る
日
本
語
で
書
く
と
い
ふ
こ
と
が
大
事
」
で

あ
る
と
い
う
山
本
の
考
え
が
、
こ
の
児
童
向
け
の
雑
誌
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

（
参
考
：
「
「
ふ
り
が
な
廃
止
論
と
そ
の
批
判
」
の
ま
え
が
き
」
『
作
家
の
自
伝

４８
山
本
有
三
』1

9
9
7,

『
大
正
・
昭
和
の
〝
童
心
〟
と
山
本
有
三
』2005

）。 

 

た
だ
し
、
そ
の
後
、
児
童
文
学
者
協
会
編
『
日
本
児
童
文
学
選 

年
刊
第
二

集
』
（1

95
0
.1

）
に
掲
載
さ
れ
た
「
姉
」
は
縦
書
き
の
通
常
の
表
記
で
、
人
物

の
名
前
も
「
三
也
・
五
郎
君･

･
･

」
と
漢
字
表
記
で
文
章
に
も
校
正
の
跡
が
見

ら
れ
ま
す
。
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
『
森
三
郎
童
話
選
集 

か
さ
さ
ぎ
物
語
』

（1
9
9
5

）
所
収
の
「
姉
」
は
『
銀
河
』
所
収
の
同
作
を
縦
組
み
の
編
集
に
し
て

あ
り
ま
す
。 

「
姉
」
は
小
学
校
五
年
の
サ
ン
ヤ
の
姉
が
結
婚
す
る
日
の
こ
と
を
描
い
た
作

品
で
す
。
当
時
の
嫁
入
り
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
家
で
花
嫁
さ
ん
の
姿

に
な
っ
て
、
お
仲
人
さ
ん
と
両
親
と
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
、
夜
に
お
婿
さ
ん
の

家
で
行
わ
れ
る
結
婚
式
に
向
か
い
ま
す
。
家
を
出
る
前
に
は
、
お
仏
壇
に
線
香

を
あ
げ
、
ご
先
祖
様
に
お
別
れ
を
言
う
様
子
、
花
嫁
さ
ん
を
一
目
見
よ
う
と
家

の
前
に
集
ま
っ
て
見
送
る
近
所
の
人
達
の
様
子
、
い
つ
も
と
は
違
っ
て
、
何
と

な
く
よ
そ
行
き
の
両
親
の
様
子
な
ど
、
ハ
レ
の
日
の
大
人
た
ち
の
情
景
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

サ
ン
ヤ
が
三
時
こ
ろ
急
い
で
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
、
姉
さ
ん
は
も
う
お

嫁
さ
ん
の
支
度
を
し
て
椅
子
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
き
の
う
ま
で
の
姉
さ
ん
と

は
別
な
人
の
よ
う
に
き
れ
い
な
姿
を
み
て
、
サ
ン
ヤ
の
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
の

は
、
姉
さ
ん
を
か
ら
か
っ
て
遊
ん
だ
よ
う
な
思
い
出
ば
か
り
で
す
。
姉
さ
ん
を

乗
せ
た
自
動
車
の
運
転
手
台
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、
学
校
ま
で
の
わ
ず
か
な
距

離
を
サ
ン
ヤ
も
一
緒
に
行
き
ま
す
。
降
り
る
時
の
、 

「
ね
え
さ
ん
さ
よ
な
ら
」
と
言
い
た
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
か
言
え
ま
せ
ん 

で
し
た 

と
い
う
表
現
に
は
、
サ
ン
ヤ
の
心
の
叫
び
が
う
か
が
え
ま
す
。
「
ね
え
さ
ん
は

よ
そ
の
他
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
、
せ
つ
な
い
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

作
者
の
森
三
郎
に
は
十
二
、
三
歳
年
の
離
れ
た
姉
が
い
ま
し
た
。
尋
常
小
学

校
四
年
生
（1920

年
）
の
こ
ろ
、
姉
は
刈
谷
の
隣
町
の
人
と
結
婚
し
、
大
阪
に

所
帯
を
持
ち
ま
し
た
。
夏
休
み
に
な
る
と
、
兄
の
銑
三
と
一
緒
に
大
阪
の
姉
の

と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
っ
て
、
近
所
の
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
三
郎

は
姉
を
結
婚
後
も
よ
そ
の
人
で
は
な
く
以
前
と
同
じ
よ
う
に
慕
っ
て
い
ま
す
。 

「
姉
」
に
は
小
学
校
唱
歌
「
ス
キ
ー
」
（1942

年
、
時
雨
乙
羽
作
詞
、
平
井
康

三
郎
作
曲
）
が
出
て
き
ま
す
か
ら
、
三
郎
の
実
体
験
の
年
代
と
は
違
い
ま
す
。

し
か
し
終
戦
を
前
に
刈
谷
に
戻
り
、
結
婚
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
の
三

郎
に
は
、
こ
の
家
か
ら
お
嫁
に
行
っ
た
姉
の
姿
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
、

「
姉
」
創
作
の
動
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 
に
載
せ
て
も
ら
っ
て
、
学
校
ま
で
の
わ
ず
か
な
距
離
を 

時
雨
乙
羽
唱
歌
も
作
り
、1942

年
（
昭
和

17

年
）
に
は
、
平
井
康
三
郎
作

曲
で
、
小
学
校
の
た
め
の
文
部
省
唱
歌
と
な
っ
た
「
ス
キ
ー
」
を
作
詞
し
て
い

る[

注
釈 4]
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２
０
２
６
年
１
月
の
「
森
三
郎
の
作
品
を
読
む
会
」
で
は
、 

「
姉
」（
『
銀
河
』
１
９
４
７
年
４
月
号
）
を
読
み
ま
し
た
。 

〈
次
回
予
定
〉
２
０
２
６
年
３
月
１
３
日
（
金
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半 

 
「
年
あ
け
証
文
」（『
日
本
児
童
文
学
』
７
、
１
９
４
８
年
４
月
） 

「
あ
ね
さ
ま
人
形
」
（
『
幼
年
童
話
集 

帽
子
に
化
け
た
ク
ロ
ネ
コ
』
１
９
４

９
年
１
２
月
） 


